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第
二
百
三
十
二 

  
 

解 

題 
   
 
 
 
 

一 
  
 

序 

叙 
 

 
 

は
じ
め
に 

 

〈
序
〉
は
「
並
び
」「
順
番
」「
申
し
述
べ
る
」
の
ほ
か
に
「
次
第
」

「
は
じ
め
」
の
意
、〈
叙
〉
は
「
抒
」「
敍
」
に
通
じ
「
述
べ
る
」
の

意
。
総
じ
て
「
ゆ
る
ゆ
る
と
順
を
追
っ
て
語
る
」。
な
い
し
「
あ
り

の
ま
ま
に
述
べ
記
す
」。 

  
 
 
 
 

二 
  
 

溟 

涬 
 

 
 

ほ
の
か
／
く
く
も
り
て 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、

陰
陽
不
分
、
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」（
古
へ
、
天
と
地
は
未

だ
剖
れ
ず
、
陰
と
陽
は
分
れ
ず
、
混
沌
と
し
て
鶏
子
の
如
く
、
溟
滓

（
ほ
の
か
）
に
牙
を
（
き
ざ
し
）
含
め
り
）。
天
地
開
闢
の
段
。
溟

は
ほ
の
か
で
暗
く
、
よ
く
見
え
ぬ
さ
ま
、
涬
は
水
の
様
子
。
も
の
の

香
な
ど
の
こ
も
っ
た
さ
ま
。
上
古
の
人
び
と
は
霧
の
か
か
っ
た
薄
暗

が
り
に
神
秘
性
、
神
性
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

『
古
事
記
』
は
本
文
で
な
く
太
安
万
侶
が
上
奏
し
た
と
き
に
添
え

た
と
さ
れ
る
「
并
序
」
に
「
夫
混
元
既
凝 

氣
象
未
效 

無
名
無
爲
誰

知
其
形
然
乾
坤
初
分
參
神
作
造
化
之
首
」
と
記
し
、
混
沌
と
し
た
宇

宙
が
固
ま
り
は
じ
め
天
と
地
に
分
か
れ
た
と
す
る
。 

  
 

契 

機 
 

 
 

き
ざ
む 

 

〈
契
〉
は
「
し
る
し
を
付
け
る
」
の
意
、「
機
」
は
「
は
ず
み
」

「
き
ざ
し
」。
動
的
・
過
程
的
な
状
況
下
に
お
い
て
次
の
発
展
を
生

み
出
す
の
に
必
須
の
段
階
・
局
面
を
言
う
。
物
ご
と
を
始
め
る
手
が

か
り
、
き
っ
か
け
、
動
機
の
こ
と
。 

  
 

鶏 

子 
 

 
 

と
り
の
こ 

 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、

陰
陽
不
分
、
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」。
鶏
の
卵
を
溶
き
混
ぜ

た
と
き
黄
身
と
白
身
が
成
す
さ
ま
を
渾
沌
に
喩
え
た
。 

 

ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
古
事
記
」（
太
安
万
侶
、
和
銅

四
年
）
は
そ
の
冒
頭
「
天
地
初
發
之
時
、
於
高
天
原
」
で
始
め
て
い
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て
、
最
初
か
ら
高
天
原
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

  
 

薄 

靡 
 

 
 

た
な
び
く 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
及
其
淸
陽
者
薄
靡

而
爲
天
、
重
濁
者
淹
滯
而
爲
地
、
精
妙
之
合
搏
易
、
重
濁
之
凝
竭
難
」

（
そ
の
清
陽
（
す
み
あ
き
）
ら
か
な
る
は
薄
靡
（
た
な
び
）
き
て
天

を
為
し
、
重
く
濁
れ
る
は
淹
滞
（
つ
つ
）
い
て
地
と
為
る
に
及
び
て
、

精
（
く
は
）
し
く
妙
（
た
へ
）
な
る
が
合
へ
る
は
搏
（
む
ら
が
）
り

易
く
、
重
く
濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は
竭
（
か
た
ま
）
り
難
し
）。 

 

天
地
開
闢
の
と
き
、
鶏
の
卵
を
溶
い
た
よ
う
に
混
沌
と
し
た
気
が
、

渦
を
巻
い
て
立
ち
上
り
、
あ
る
い
は
下
方
に
沈
ん
で
、
天
と
地
を
形

作
っ
て
い
く
さ
ま
を
描
い
た
。
薄
靡
は
夜
明
け
間
際
、
山
の
端
に
か

か
る
薄
雲
が
曙
光
を
受
け
て
か
す
か
に
茜
色
に
染
ま
る
さ
ま
。 

  
 
 
 
 

三 
  
 

未 

剖 
 

 
 

い
ま
だ
わ
か
れ
ず 

 

『
書
紀
」
巻
之
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、
陰
陽

不
分
、
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」。
原
始
に
天
と
地
は
暗
い
闇

に
覆
わ
れ
た
液
状
の
渾
沌
を
成
し
て
い
た
と
す
る
。 

  
 

曙 

光 
 
 

あ
け
ぼ
の 

 

〈
曙
〉
は
「
あ
け
ぼ
の
」、〈
光
〉
は
儿
（
児
）
と
火
で
成
り
「
小

さ
な
あ
か
り
」。
夜
明
け
間
際
、
東
の
空
に
さ
す
か
す
か
な
太
陽
の

明
か
り
の
こ
と
。
物
ご
と
の
前
途
が
開
き
は
じ
め
た
こ
と
。 

  
 

靉 

靆 
 

 
 

あ
い
た
い 

 

〈
靉
〉
は
「
雲
が
ゆ
っ
た
り
と
た
ゆ
た
う
」
さ
ま
、〈
靆
〉
は

「
雲
が
重
な
り
合
う
」
さ
ま
。
総
じ
て
「
雲
が
重
な
り
た
ゆ
た
う
」

さ
ま
を
指
す
。
靉
は
二
十
五
画
、
靆
は
二
十
三
画
で
漢
字
二
文
字
の

熟
語
と
し
て
は
最
も
画
数
が
多
い
。 

  
 

游 

魚 
 

 
 

あ
そ
ぶ
い
を 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
開
闢
之
初
、
洲
壤

浮
漂
、
譬
猶
游
魚
之
浮
水
上
也
」（
開
闢
の
初
め
、
洲
壌
（
く
に
つ

ち
）
が
浮
き
漂
ふ
こ
と
譬
（
た
と
）
へ
ば
游
ぶ
魚
（
い
を
）
の
水
の

上
に
浮
け
る
が
猶
（
ご
と
）
し
）。
天
地
開
闢
の
と
き
土
が
浮
漂
し

て
い
た
と
す
る
形
容
。 
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四 
  
 

含 
牙 

 
 
 

き
ざ
し
ふ
く
め
り 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、

陰
陽
不
分
。
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」。
牙
は
「
芽
」
に
通
じ

「
き
ざ
し
」
の
意
。 

  
 

乾 

坤 
 

 
 

け
ん
こ
ん 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
之
一
「
神
代
上
」
第
三
段
「
凡
八
神
矣
、
乾
坤

之
道
相
參
而
化
、
所
以
、
成
此
男
女
」（
凡
（
お
よ
）
そ
八
神
は
、

乾
坤
の
道
が
相
參
じ
て
化
（
な
）
る
、
此
て
男
女
と
成
る
所
以
（
ゆ

え
ん
）
な
り
）。『
古
事
記
』
上
巻
并
序
で
は
「
あ
め
つ
ち
」
と
訓
ま

せ
て
い
る
。 

 

八
卦
で
乾
は
「
天
」
で
あ
り
「
陽
」、
方
位
は
「
北
西
」、
坤
は

「
地
」
で
あ
り
「
陰
」、
方
位
は
南
西
に
配
さ
れ
る
。
初
生
神
三
代

の
あ
と
に
誕
生
し
た
四
世
代
八
神
は
、
乾
坤
・
陰
陽
・
天
地
が
相
參

し
て
（
入
り
混
じ
っ
て
）
誕
生
し
た
の
で
、
男
女
一
対
な
の
で
あ
る
、

と
い
う
説
明
。 

 

『
書
紀
』『
古
事
記
』
の
神
々
は
男
女
一
対
、
か
つ
生
と
死
を
体

現
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
お
墓
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
。「
乾
坤

一
擲
」
は
す
べ
て
を
か
け
て
一
度
の
賭
け
に
出
る
こ
と
、
の
る
か
そ

る
か
の
大
勝
負
を
意
味
す
る
。 

  
 

重 

濁 
 

 
 

お
も
く
に
ご
れ
る 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
初
段
「
及
其
淸
陽
者
薄
靡
而

爲
天
、
重
濁
者
淹
滯
而
爲
地
」（
そ
れ
清
陽
（
す
み
あ
き
）
ら
か
な

る
も
の
は
た
な
び
き
て
天
と
為
り
、
重
く
濁
れ
る
も
の
は
淹
滞
（
つ

つ
）
ゐ
て
地
と
為
る
に
及
び
て
）。 

 

天
地
開
闢
の
と
き
重
な
り
合
っ
た
雲
が
棚
引
く
よ
う
な
混
沌
が
渦

を
巻
き
、
透
明
で
明
る
い
気
は
立
ち
上
っ
て
天
と
な
り
、
重
く
濁
っ

た
気
は
下
方
に
沈
ん
で
地
と
な
っ
た
、
と
い
う
。 

  
 

修 

羅 
 

 
 

し
ゅ
ら 

 

『
山
家
集
』
に
「
修
羅
よ
し
な
し
な
争
ふ
こ
と
を
楯
に
し
て
瞋

（
い
か
り
）
を
の
み
も
結
ぶ
心
は
…
…
」
と
あ
る
。
仏
教
に
い
う
十

界
の
下
位
四
番
目
で
、
妬
み
・
誤
解
・
裏
切
り
な
ど
に
よ
っ
て
戦
い

や
争
い
が
絶
え
な
い
世
界
。
仏
教
・
七
部
衆
の
一
で
あ
る
戦
闘
の

神
・
阿
修
羅
に
由
来
し
、
帝
釈
天
と
激
闘
し
た
場
は
「
修
羅
場
」
と

呼
ば
れ
る
。 
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古
墳
や
城
を
築
く
際
、
大
き
な
石
を
運
ぶ
橇
を
「
修
羅
」
と
呼
ぶ

の
は
、
大
石
を
「
た
い
し
ゃ
く
」
と
読
ん
で
帝
釈
天
に
か
け
、
阿
修

羅
が
そ
の
帝
釈
天
を
動
か
し
た
か
ら
と
い
う
。 

  
 
 
 
 

五 
  
 

淹 

滞 
 

 
 

つ
つ
い
て 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
。「
及
其
清
陽
者
、

薄
靡
而
為
天
、
重
濁
者
、
淹
滞
而
為
地
」（
そ
れ
清
陽
（
す
み
あ
き
）

ら
か
な
る
も
の
は
た
な
び
き
て
天
と
為
り
。
重
く
濁
れ
る
も
の
は
淹

滞
（
つ
つ
）
ゐ
て
地
と
為
る
に
及
び
て
）。
淹
滞
は
「
水
中
に
閉
じ

込
め
て
身
動
き
が
取
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」
の
意
。
転
じ
て
「
と
ど

こ
お
る
」。 

  
 

焦 

土 
 

 
 

や
け
つ
ち 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
五
段
「
伊
弉
冉
尊
、
爲
軻

遇
突
智
、
所
焦
而
終
矣
」（
伊
弉
冉
尊
、
軻
遇
突
智
（
か
ぐ
つ
ち
）

の
為
に
焦
け
終
に
矣
と
な
る
）。
国
産
み
の
最
後
に
イ
ザ
ナ
ミ
が
火

の
神
「
カ
グ
ツ
チ
」
を
産
ん
で
焼
死
し
た
。 

 

イ
ザ
ナ
ギ
は
怒
っ
て
カ
グ
ツ
チ
を
斬
り
、
そ
こ
か
ら
水
の
神
（
闇

淤
加
美
神
、
闇
御
津
羽
神
）、
甕
の
神
（
甕
速
日
神
）、
山
々
の
神

（
八
神
の
山
津
見
神
）
が
派
生
し
た
と
す
る
の
は
、
人
が
火
を
自
由

に
操
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
金
属
と
土
器
を
得
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。 

  
 

地 

定 
 

 
 

ち
・
さ
だ
ま
る 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
精
妙
之
合
搏
易
、

重
濁
之
凝
竭
難
、
故
天
先
成
而
地
後
定
」（
精
し
く
妙
な
る
が
合
へ

る
は
む
ら
が
り
易
く
、
重
く
濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は
か
た
ま
り
難
し
。

故
、
天
ま
ず
成
り
て
地
の
ち
に
定
ま
る
）。 

 

「
故
天
先
成
而
地
後
定
」
は
中
国
古
典
『
淮
南
子
』〔
天
文
訓
〕

に
依
拠
す
る
。『
書
紀
』
は
「
地
後
定
」
と
し
な
が
ら
「
便
化
爲
神
、

號
國
常
立
尊
」
便
（
す
な
は
）
ち
神
に
化
為
（
な
）
る
。
國
常
立

（
く
に
の
と
こ
た
ち
）
噂
と
號
す
）
と
、
地
上
の
神
が
最
初
に
生
ま

れ
た
と
す
る
。
対
し
て
『
古
事
記
』
は
「
天
地
初
發
之
時
、
於
高
天

原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
」
と
記
し
、
天
地
開
闢
の
と
き
す
で
に

高
天
原
が
存
在
し
、
そ
こ
に
初
神
「
天
之
御
中
主
」
が
誕
生
し
た
と

す
る
。 

  
 

滴 
瀝 

 
 
 

し
た
た
る 



＝補追 結＝ 

 12 

 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
四
段
「
其
矛
鉾
滴
瀝
之
潮
、

凝
成
一
嶋
、
名
之
曰
磤
馭
慮
嶋
」（
其
の
矛
鉾
よ
り
滴
瀝
し
潮
、
凝

り
て
一
嶋
と
成
る
、
之
の
名
を
磤
馭
慮
（
お
の
ご
ろ
）
嶋
と
曰
ふ
）。

海
に
突
き
刺
し
た
矛
の
先
か
ら
ぽ
た
り
と
落
ち
た
潮
が
最
初
の
島
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
オ
ノ
ゴ
ロ
島
で
あ
る
。 

 

『
古
事
記
』
大
雀
大
王
（
仁
徳
）
記
に
「
淤
能
碁
呂
志
摩
」
と
あ

り
、
淡
路
島
の
南
に
浮
か
ぶ
沼
島
と
比
定
す
る
意
見
と
、
高
松
市
屋

島
と
す
る
説
が
あ
る
。 

  
 
 
 
 

六 
  
 

揺 

籃 
 

 
 

ゆ
れ
る
／
ゆ
ら
ぐ 

〈
揺
〉
は
「
ゆ
ら
ぐ
」、〈
籃
〉
は
竹
か
ご
の
こ
と
。
総
じ
て
乳
児
を

入
れ
て
揺
り
あ
や
す
か
ご
を
指
す
。
転
じ
て
物
ご
と
が
生
じ
て
初
期

の
成
長
・
発
展
を
と
げ
る
期
間
。 

  
 

秉 

炬 
 

 
 

た
ひ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
五
段
「
陰
取
湯
津
爪
櫛
、

牽
折
其
雄
柱
、
以
為
秉
炬
」（
陰
に
湯
津
爪
（
ゆ
つ
つ
ま
）
櫛
を
取

り
て
、
其
の
雄
柱
を
牽
き
折
き
て
秉
炬
と
し
）。
湯
津
爪
櫛
は
聖
な

る
櫛
、
雄
柱
は
串
の
両
端
の
大
き
な
歯
の
こ
と
で
『
古
事
記
』
は

「
男
柱
」
と
表
記
す
る
。
そ
の
雄
柱
を
引
き
抜
い
て
灯
り
と
し
た
。 

 

秉
炬
は
「
手
に
持
つ
火
」、
す
な
わ
ち
松
明
の
こ
と
。
黄
泉
の
国

の
伊
奘
冉
尊
を
訪
ね
た
伊
奘
諾
尊
が
一
目
伊
奘
冉
尊
を
見
よ
う
と
暗

闇
の
中
で
こ
っ
そ
り
松
明
を
点
け
た
と
き
の
描
写
。 
  
 

葦 

牙 
 

 
 

あ
し
か
び 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
于
時
、
天
地
之
中

生
一
物
。
状
如
葦
牙
」（
時
に
天
地
（
あ
め
つ
ち
）
の
中
に
一
つ
物

生
（
あ
）
れ
り
。
か
た
ち
葦
牙
の
如
し
）。「 

 

牙
」
は
先
端
が
尖
っ
た
三
角
推
の
形
状
を
い
い
、
こ
れ
が
動
物
の

歯
（
牙
）
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
こ
で
は
稲
の
穂
先
（
頴
）
の
こ
と
。

天
地
開
闢
の
は
じ
め
に
葦
の
芽
が
誕
生
す
る
の
は
、
ま
ず
稲
系
植
物

を
神
格
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

  
 

氣 

噴 
 

 
 

い
ふ
き 

 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
六
段
「
而
吹
棄
氣
噴
之
狭

霧
所
生
神
、
號
曰
田
心
姫
、
次
湍
津
姫
、
次
市
杵
嶋
姫
」（
吹
き
棄

（
う
）
つ
る
氣
噴
（
い
ふ
き
）
の
狭
霧
（
さ
ぎ
り
）
に
生
ま
る
る
神
、

號
（
な
づ
）
け
て
田
心
（
た
ご
り
）
姫
、
次
に
湍
津
（
た
ぎ
つ
）
姫
、
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次
に
市
杵
嶋
（
い
ち
き
し
ま
）
姫
と
曰
（
ま
う
）
す
）。
天
照
大
神

が
素
戔
鳴
尊
の
十
握
剣
か
ら
三
女
神
を
生
み
出
す
描
写
。 

 
息
が
生
命
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
剣
に
吹
き
か
け
神
を

生
む
呪
術
的
行
為
を
い
う
。
田
心
姫
、
湍
津
姫
、
市
杵
嶋
姫
は
宗
像

三
女
神
の
こ
と
で
、
神
社
に
祀
ら
れ
た
最
初
の
神
々
と
さ
れ
る
。 

  
 
 
 
 

七 
  
 

明 

彩 
 
 

う
る
は
し 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
五
段
「
此
子
、
光
華
明
彩
、

照
徹
於
六
合
之
内
」（
此
の
子
、
光
華
（
ひ
か
り
）
明
彩
（
う
る
は

し
）
く
し
て
、
六
合
（
く
に
）
の
内
に
照
り
撤
る
）。
天
照
大
神
が

生
誕
し
た
と
き
の
描
写
で
、「
光
華
明
彩
」
の
四
文
字
に
華
厳
経
の

影
響
を
指
摘
す
る
学
説
も
あ
る
。 

 

六
合
を
「
く
に
」
と
読
む
の
は
東
西
南
北
・
天
地
の
合
わ
せ
た
全

宇
宙
。
全
世
界
の
意
味
。 

 

「
六
合
」
は
『
書
紀
』
巻
第
三
「
神
武
天
皇
」
紀
「
當
足
以
恢
弘

大
業
・
光
宅
天
下
、
蓋
六
合
之
中
心
乎
」「
然
後
、
兼
六
合
以
開
都
、

掩
八
紘
而
爲
宇
、
不
亦
可
乎
」
と
あ
っ
て
、『
書
紀
』
に
お
け
る
建

国
定
都
譚
に
お
い
て
は
畝
傍
山
の
山
上
か
ら
遠
望
し
た
限
り
一
帯
が

「
國
」、
そ
の
東
南
の
樫
原
が
「
國
之
墺
區
」（
け
だ
し
國
の
墺
區

（
も
な
か
＝
中
心
）
だ
っ
た
。 

  
 

浮 

寳 
 

 
 

う
く
た
か
ら 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
八
段
「
韓
郷
之
嶋
、
是
有

金
銀
、
若
使
吾
兒
所
御
之
國
、
不
有
浮
寶
者
、
未
是
佳
也
」（
韓

（
か
ら
）
の
郷
の
嶋
に
は
是
金
銀
有
り
、
若
使
（
た
と
ひ
）
吾
が
兒

の
所
御
（
し
ら
）
す
國
に
、
浮
寶
あ
ら
ず
は
、
未
だ
佳
（
よ
）
か
ら

じ
）。
浮
寶
は
舟
の
こ
と
。 

 

書
紀
は
「
一
書
に
曰
く
」
で
素
戔
鳴
（
す
さ
の
う
）
は
五
十
猛

（
い
た
け
る
）
神
を
率
い
て
新
羅
国
に
降
臨
し
、
こ
の
国
に
舟
が
な

い
の
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
、
と
い
っ
て
杉
、
檜
、
柀
、
櫲
樟
な
ど
の

木
を
植
え
た
と
い
う
。
こ
の
伝
承
が
史
的
事
実
を
反
映
し
て
い
る
と

す
る
と
、
ス
サ
ノ
オ
の
一
族
は
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
列
島
に
渡
来
し

た
こ
と
に
な
る
。 

  
 

顕 

見 
 
 

う
つ
し
き 

 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
八
段
「
夫
大
己
貴
命
、
與

少
彦
名
命
、
戮
力
一
心
、
経
営
天
下
。
復
為
顕
見
蒼
生
及
畜
産
、
則

定
其
療
病
之
方
」（
夫
れ
大
己
貴
命
（
お
お
む
な
ち
の
み
こ
と
）
と

少
彦
名
命
、（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）
力
を
あ
は
せ
心
を
一
に
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し
て
天
下
を
経
営
（
つ
く
）
る
。
ま
た
顕
見
蒼
生
（
う
つ
し
き
あ
を

ひ
と
く
さ
）
お
よ
び
畜
産
（
け
も
の
）
の
為
は
、
そ
の
病
を
療
む
る

方
（
み
ち
）
を
定
む
）。 

 

顕
見
蒼
生
は
大
己
貴
す
な
わ
ち
大
国
主
の
命
に
従
う
民
の
こ
と
。

国
津
神
に
よ
る
国
土
平
定
伝
承
の
部
分
。 

  
 

周 

流 
 
 

め
ぐ
り
あ
る
く 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
「
以
岐
神
為
郷
導
、

周
流
削
平
」（
岐
神
（
く
な
ど
）
を
以
っ
て
郷
（
く
に
）
の
導
き
と

し
て
、
周
流
（
め
ぐ
り
あ
る
）
き
つ
つ
削
平
（
た
ひ
ら
）
ぐ
）。
中

国
古
典
『
文
選
』
上
林
賦
「
周
流
長
途
中
宿
」。
周
流
は
「
長
行
し

紆
余
曲
折
」
の
意
。 

  
 
 
 
 

八 
  
 

宜 

試 
 
 

ぎ
し
／
こ
こ
ろ
み
た
ま
へ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
「
僉
曰
、
天
國
玉
之

子
天
稚
彦
、
是
壮
士
也
。
宜
試
之
」（
み
な
曰
さ
く
、
天
國
玉
の
子

天
稚
彦
、
こ
れ
壮
士
な
り
。
試
み
た
ま
へ
）。
宜
試
は
「
宜
し
く
試

み
る
」。
天
稚
彦
の
読
み
は
「
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
」、
若
く
て
立
派
な
男

子
の
意
味
。 

  
 

先 

驅 
 
 

さ
き
は
ら
ひ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
一
「
先 

 

驅
者
還
白
、
有
一
神
、
居
天
八
達
之
懼
」（
先
驅
の
者
還
り
て
白
さ

く
、
一
の
神
有
り
て
、
天
八
達
之
懼
に
居
り
）。
天
孫
降
臨
の
と
き
、

先
駆
け
の
者
が
天
八
達
之
懼
（
あ
め
の
や
ち
ま
た
）
に
一
人
の
神
が

い
る
と
報
告
し
た
。 

 

ヤ
チ
マ
タ
は
道
が
多
く
集
ま
り
分
岐
す
る
場
所
、
す
な
わ
ち
都
市
。

八
衢
、
八
街
と
も
。
魏
志
倭
人
伝
に
見
え
る
「
邪
馬
台
国
」
は
そ
の

音
を
写
し
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
。 

  
 

稜 

威 
 

 
 

い
つ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
一
「
皇
孫
於

是
、
脱
離
天
磐
座
、
排
分
天
八
重
雲
、
稜
威
道
別
道
別
而
天
降
之
也
」

（
皇
孫
こ
こ
に
天
の
磐
座
（
い
は
く
ら
）
を
脱
離
（
お
し
は
な
）
ち
、

天
八
重
雲
を
排
分
＝
お
し
わ
＝
け
て
、
稜
威
の
道
別
き
に
道
（
ち
）

＝
別
（
わ
）
き
て
天
降
り
ま
す
）。
地
上
を
支
配
す
べ
く
高
天
原
か

ら
天
孫
が
降
臨
し
て
い
く
と
き
の
さ
ま
、
稜
威
は
『
書
紀
』
巻
第
一

第
五
段
に
見
え
る
「
湯
津
」
に
通
じ
、「
神
聖
な
る
も
の
」
の
意
。 
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覓 

國 
 

 
 

く
に
ま
ぎ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
四
「
而
膂
宍

之
空
國
、
自
頓
丘
覓
國
行
去
、
到
於
吾
田
長
屋
笠
狭
之
碕
矣
」（
膂

宍
（
そ
し
し
）
の
空
國
（
そ
ら
く
に
）
を
頓
丘
（
ひ
た
を
）
か
ら
覓

國
（
く
に
ま
）
ぎ
行
去
（
と
ほ
）
り
て
、
吾
田
の
長
屋
の
笠
狭
の
碕

に
到
り
ま
す
）。
日
向
の
襲
の
高
千
穂
の
峰
に
降
り
立
っ
た
天
孫
が

「
膂
宍
の
空
國
（
荒
れ
果
て
て
空
し
い
地
）
を
通
り
過
ぎ
、
め
ぐ
り

に
め
ぐ
っ
て
吾
田
の
長
屋
の
笠
狭
の
碕
に
到
着
し
た
」
と
い
う
一
文
。 

 

『
書
紀
』
本
文
中
の
注
に
「
頓
丘
、
此
云
毗
陀
烏
。
覓
國
、
此
云

矩
貳
磨
儀
」
（
頓
丘
こ
れ
を
ヒ
タ
ヲ
、
覓
國
こ
れ
を
ク
ニ
マ
ギ
と
云

う
）
と
あ
る
。
「
覓
」
は
「
住
む
の
に
適
し
た
地
を
探
し
て
歩
き
回

る
こ
と
」
の
意
。 

  
 
 
 
 

九 
  
 

玉 

鋺 
 

 
 

た
ま
の
は
り 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
二
「
于
時
、
海

神
之
女
豊
玉
姫
、
手
持
玉
鋺
、
来
将
汲
水
」（
時
に
海
神
（
わ
た
つ

み
）
の
女
豊
玉
姫
、
手
に
玉
鋺
（
た
ま
の
は
り
）
を
持
ち
て
来
た
り

て
将
に
水
を
汲
ま
ん
と
す
）。
古
く
は
西
域
に
産
し
た
玉
石
を
刳
り

貫
い
て
作
っ
た
碗
の
こ
と
。
訓
「
は
り
」
は
水
晶
の
こ
と
。 

 

玉
石
は
主
に
緑
色
透
明
度
が
高
く
、
磨
く
と
光
沢
が
出
た
。
な
か

で
も
中
国
大
陸
の
王
朝
で
は
が
好
ま
れ
、
そ
れ
が
西
域
と
の
交
易
路

を
開
く
き
っ
け
か
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
日
本
列
島
に
水
稲
耕
作
の

技
術
を
持
っ
た
人
々
が
渡
来
し
た
の
は
、
日
本
海
の
浜
辺
に
産
す
る

翡
翠
の
採
取
が
目
的
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

  
 

秀 

起 
 

 
 

さ
き
た
つ 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
六
「
其
於
秀
起

浪
穂
之
上
、
起
八
尋
殿
、
而
手
玉
玲
瓏
、
織
經
之
少
女
者
、
是
誰
之

子
女
耶
」（
か
の
秀
起
（
さ
き
た
）
つ
る
浪
穂
の
上
に
八
尋
殿
を
起

て
て
手
玉
（
た
だ
ま
）
も
玲
瓏
（
ゆ
ら
）
に
織
經
る
少
女
は
こ
れ
誰

が
子
女
ぞ
）。 

 

手
玉
は
「
手
首
に
つ
け
た
玉
石
の
飾
り
」、
玲
瓏
は
「
玉
の
よ
う

に
輝
き
透
き
通
っ
た
さ
ま
」「
玉
が
触
れ
合
っ
て
か
な
で
る
美
し
い

音
」。
八
尋
殿
（
火
瓊
瓊
杵
（
ほ
ノ
に
に
ぎ
）
尊
と
木
花
開
耶
（
こ

の
は
な
さ
く
や
）
姫
が
新
婚
生
活
を
送
っ
た
大
き
な
屋
敷
）
で
美
し

い
音
を
立
て
て
機
を
織
っ
て
い
る
の
は
誰
の
娘
だ
？ 

 

木
花
開
耶
姫
は
桜
の
精
で
、
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
水
田
の
水

の
温
度
が
田
植
え
に
適
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
水
稲
耕
作
民
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が
神
と
し
て
祀
っ
た
。 

 
「
玲
瓏
」
は
「
玉
の
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
」 

  
 

纏 
綿 

 
 

む
つ
ま
か 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
三
「
海
神
則

以
其
子
豊
玉
姫
妻
之
。
遂
纏
綿
篤
愛
、
已
經
三
年
」（
海
神
、
則
ち

其
の
子
豊
玉
姫
を
以
て
妻
せ
ま
つ
る
。
遂
に
纏
綿
（
む
つ
ま
か
）
に

篤
愛
し
て
已
に
三
年
に
經
り
ぬ
）。 

 

纏
綿
は
「
こ
ま
や
か
で
親
し
み
愛
し
む
さ
ま
」。 

 

彦
火
火
出
見
尊
（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と
）
が
海
の
底
の
海
神

（
わ
た
つ
み
）
の
宮
で
豊
玉
姫
と
三
年
を
過
ご
し
、
彦
波
瀲
（
ひ
こ

な
ぎ
さ
）
武
（
た
け
）
鸕
鵜
（
う
が
や
）
草
葺
不
合
尊
（
ふ
き
あ
え

ず
の
み
こ
と
）（
神
武
天
皇
の
父
）
が
誕
生
す
る
。
こ
の
物
語
が

「
浦
島
太
郎
」
の
原
型
と
な
っ
た
。 

  
 

侍 

者 
 
 

ま
か
た
ち 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
三
「
時
有
豊

玉
姫
侍
者
、
持
玉
鋺
當
汲
井
水
」（
時
に
豊
玉
姫
の
侍
者
（
ま
か
た

ち
）
有
り
て
、
玉
鋺
（
た
ま
の
は
り
）
を
持
ち
て
當
に
井
の
水
を
汲

ま
む
と
す
る
に
）。
侍
者
は
「
上
の
者
の
意
の
ま
ま
に
動
く
者
」
の

意
。 

 

海
神
の
宮
殿
に
迷
い
込
ん
だ
彦
火
火
出
見
は
虚
空
津
日
高
（
虚
空

彦
：
そ
ら
つ
ひ
こ
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
泉
の
ほ
と
り
で
豊

玉
姫
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。 

  
 
 
 
 

十 
  
 

迅 

風 
 
 

は
や
か
ぜ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
四
「
弟
居
濱

而
嘯
之
。
時
迅
風
忽
起
、
兄
則
溺
苦
」（
弟
、
濱
に
居
し
ま
し
て
嘯

（
う
そ
ぶ
）
き
た
ま
ふ
。
時
に
、
迅
風
忽
（
た
ち
ま
）
ち
起
こ
り
て
、

兄
則
ち
溺
れ
苦
む
）。 

 

弟
（
陸
上
の
王
・
彦
火
火
出
見
（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
）
尊
）
が
浜
辺

で
呪
文
を
唱
え
る
と
た
ち
ま
ち
強
風
が
吹
き
、
兄
（
海
人
の
王
・
火

（
ほ
）
闌
（
す
そ
）
降
（
り
）
命
）
が
乗
っ
た
船
が
転
覆
し
て
、
兄

王
が
溺
れ
た
、
と
い
う
描
写
。 

 
火
の
神
を
産
ん
だ
こ
と
で
命
を
落
と
し
た
イ
ザ
ナ
ミ
の
子
孫
の
敬

称
に
「
火
」
が
付
せ
ら
れ
る
の
は
、
五
行
思
想
の
赤
に
つ
な
が
り
農

耕
・
医
薬
・
火
の
神
で
あ
る
炎
帝
が
先
祖
と
す
る
漢
帝
室
の
思
想
が

影
響
し
て
い
る
。「
火
」（
転
じ
て
「
日
」
＝
太
陽
）
が
大
和
王
統
の

姓
だ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。 
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懊 

悩 
 
 

な
や
む 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
上
」
第
五
段
一
書
第
四
「
且
生
火

神
軻
遇
突
智
之
時
、
悶
熱
懊
悩
」（
火
神
軻
遇
突
智
（
か
ぐ
つ
ち
）

を
生
ま
む
と
す
る
時
に
、
悶
熱
（
あ
つ
か
）
ひ
懊
悩
む
）。
こ
こ
で

の
懊
悩
は
「
思
い
悩
む
」
で
は
な
く
「
絶
叫
を
あ
げ
て
苦
し
む
」
の

意
。 

 

死
に
際
し
て
イ
ザ
ナ
ミ
は
鉱
物
の
神
（
金
山
彦
、
金
山
姫
）
土
の

神
（
埴
（
は
に
）
山
（
や
ま
）
姫
）、
水
の
神
（
罔
象
女
（
み
ず
は

の
め
）
神
）
を
産
み
、
ハ
ニ
ヤ
マ
姫
の
孫
が
食
物
神
（
豊
宇
気
毘
売
）

と
な
る
。 

  
 

草 

昧 
 
 

く
ら
き 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
「
神
武
即
位
前
紀
」
第
一
段
「
是
時
、
運

屬
鴻
荒
、
時
鍾
草
昧
」（
是
の
時
に
、
運
（
よ
）、
鴻
荒
（
あ
ら
き
）

に
屬
（
し
た
が
）
ひ
、
時
、
草
昧
（
く
ら
き
）
に
鍾
（
あ
た
）
れ

り
）。 

 

鴻
荒
は
「
太
古
」、
草
昧
は
「
モ
ノ
の
始
め
で
い
ま
だ
闇
の
と
き
」

の
こ
と
。
と
も
に
中
国
古
文
書
『
文
選
』
か
ら
の
引
用
。 

 

 
 

連 

屬 
 
 

れ
ん
ぞ
く 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
四
「
汝
久
居

海
原
。
必
有
善
術
。
願
以
救
之
。
若
活
我
者
、
吾
生
兒
八
十
連
屬
、

不
離
汝
之
垣
邊
、
當
爲
俳
優
之
民
」（
汝
、
久
し
く
海
原
に
居
し
き
。

必
ず
善
き
術
有
ら
む
。
願
は
く
は
救
ひ
た
ま
へ
。
若
し
我
を
活
け
た

ま
へ
ら
ば
、
吾
が
生
の
兒
の
八
十
連
屬
に
、
汝
の
垣
邊
（
か
き
と
も
）

を
離
れ
ず
し
て
、
俳
優
（
わ
ざ
お
き
）
の
民
た
ら
む
）。
海
に
溺
れ

た
兄
が
弟
に
救
助
を
求
め
た
言
葉
。「
も
し
自
分
を
助
け
て
く
れ
た

ら
子
々
孫
々
お
前
の
宮
の
そ
ば
を
離
れ
ず
仕
え
さ
せ
よ
う
」。 

 

連
屬
は
「
つ
な
が
る
」「
関
係
す
る
」
の
意
。『
漢
書
』
成
帝
紀
に

「
卒
徒
蒙
辜
・
死
者
連
屬
・
百
姓
罷
極
・
天
下
匱
竭
」（
兵
務
や
労

役
に
服
す
る
者
罪
は
な
い
の
に
死
に
瀕
し
、
百
姓
は
疲
れ
果
て
天
下

は
苦
し
ん
で
い
る
）
と
あ
る
。 

  
 
 
 
 

十
一 

  
 

嚇 

躍 
 
 

か
く
や
く 

 
「
嚇
」
は
周
囲
が
恐
れ
る
ほ
ど
に
勢
い
が
盛
ん
な
さ
ま
。「
お
ど

す
」「
大
声
で
叱
る
」
の
意
。
躍
は
「
お
ど
る
」。
勢
い
よ
く
遮
二
無

二
前
進
す
る
さ
ま
。
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
。 
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飄 

掌 
 
 

た
ひ
ろ
か
す 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
一
書
第
四
「
至
膝
時
則
擧
足
。

至
股
時
則
走
廻
。
至
腰
時
則
捫
腰
、
至
腋
時
則
置
手
於
胸
。
至
頸
時

則
擧
手
飄
掌
」（
膝
に
至
る
時
は
足
を
擧
ぐ
。
股
に
至
る
時
は
走
り

廻
る
。
腰
に
至
る
時
は
腰
を
捫
（
も
ち
）
ふ
。
腋
に
至
る
時
は
手
を

胸
に
置
く
。
頸
に
至
る
時
は
手
を
擧
げ
て
飄
掌
（
た
ひ
ろ
か
）
す
）。 

 

飄
掌
の
意
味
は
「
手
の
ひ
ら
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る
」
さ
ま
。「
捫
」

の
意
味
は
「
な
で
る
「
さ
す
る
」
だ
が
、「
捫
ふ
」
の
場
合
は
「
よ

じ
る
」「
ひ
ね
る
」
の
意
。 

  
 

仙 

蹕 
 
 

み
さ
き
は
ら
ひ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
「
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
」
即
位
前
紀
「
於

是
、
火
瓊
瓊
杵
尊
闢
天
關
披
雲
路
、
駈
仙
蹕
以
戻
止
」（
是
に
火
瓊

瓊
杵
（
ほ
ノ
に
に
ぎ
ぎ
）
尊
、
天
關
（
あ
ま
の
い
は
く
ら
）
を
闢

（
ひ
ら
）
き
雲
路
を
披
（
お
し
わ
）
け
、
仙
蹕
（
み
さ
き
は
ら
ひ
）

駈
ひ
て
戻
止
（
い
た
）
り
ま
す
）。 

 

仙
蹕
は
神
聖
な
る
者
が
通
る
と
き
の
先
払
い
の
こ
と
。
転
じ
て
七

世
紀
に
天
皇
の
御
幸
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
た
。『
懐
風
藻
』

に
、
伊
與
部
連
馬
養
（
い
よ
べ
ノ
い
ま
か
い
）
が
持
統
天
皇
に
さ
さ

げ
た
歌
「
尭
帝
の
仁
智
に
叶
い
仙
蹕
山
川
を
玩
ぶ
。
畳
嶺
杳
と
し
て

極
ら
ず
」
が
あ
る
。 

  
 

恢 

弘 
 
 

ひ
ら
き
の
ぶ 
 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
神
武
天
皇
即
位
前
紀
「
彼
地
、
必
當
足
以

恢
弘
大
業
光
宅
天
下
」（
彼
の
地
は
、
必
ず
以
て
大
業
を
（
あ
ま
つ

ひ
つ
ぎ
）
恢
弘
（
ひ
ら
き
の
）
べ
て
、
天
の
下
に
光
宅
る
に
足
り
ぬ

べ
し
）。 

 

大
業
の
本
来
の
意
味
は
文
字
通
り
「
大
き
な
事
業
」
の
こ
と
。

『
書
紀
』
編
者
が
こ
こ
に
採
用
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
隋
・
煬
帝
の

年
号
「
大
業
」
に
由
来
す
る
か
。「
光
宅
天
下
」
は
中
国
の
『
尚
書
』

序
文
か
ら
の
流
用
だ
が
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
の
直
近
事
と
し
て
、

大
唐
帝
国
皇
帝
睿
宗
の
と
き
、
西
暦
六
八
四
年
九
月
か
ら
十
二
月
の

三
か
月
だ
け
使
わ
れ
た
元
号
「
光
宅
」
が
あ
る
。 

      

日
本
Ｉ
Ｔ
書
紀 

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｊ
／
２
０
２
３ 
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